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上側の電源電流検出 入力を基準にした標準オフセットと入力同相電圧（VS=3V）

特長
■ 利得の影響を受けないCMRR：116dB
■ 最大オフセット電圧：100µV
■ 最大オフセット電圧ドリフト：250nV/℃
■ －40℃～125℃で動作
■ レール・トゥ・レール入力範囲
■ レール・トゥ・レール出力振幅
■ 電源電圧動作：2.7V～5.5V
■ MS8パッケージと3mm×3mm×0.8mm DFNパッケー
ジで供給

アプリケーション
■ 熱電対アンプ
■ 電子式秤
■ 医療機器
■ ストレイン・ゲージ・アンプ
■ 高分解能データ収集

概要

LTC®6800は高精度の計装アンプです。CMRRは単一5V
電源で標準116dBで、利得の影響は受けません。入力オ
フセット電圧は100µV以下が保証されており、温度ドリ
フトは250nV/℃以下です。LTC6800は使いやすく、従来
のオペアンプと同様に、2本の外付け抵抗で利得を調整
可能です。

LTC6800はcharge balanced sampled data技法を使用して差
動入力電圧をシングルエンド信号に変換し、次に、ゼロ
ドリフト・オペアンプによって増幅します。

差動入力はレール・トゥ・レールで動作し、シングルエ
ンド出力はレール・トゥ・レールでスイングします。
LTC6800はMS8表面実装パッケージで供給されます。実
装スペースが制約されているアプリケーション向けに
は、3mm×3mm×0.8mmのデュアル・ファインピッチ・
リードレス・パッケージ（DFN）が供給されています。

、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。

標準的応用例
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TOP VIEW
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UNDERSIDE METAL INTERNALLY

CONNECTED TO V–

(PCB CONNECTION OPTIONAL)

LAEP

LTC6800HDD

より広い動作温度範囲で規定されるデバイスについては、弊社へお問い合わせください。

ORDER PART NUMBER

MS8 PART MARKING

TJMAX = 150°C, θJA = 200°C/W

LTADE

LTC6800HMS8

PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

Input Offset Voltage (Note 2) VCM = 200mV ±100 µV

Average Input Offset Drift (Note 2) TA = –40°C to 85°C ● ±250 nV/°C
TA = 85°C to 125°C ● –1 –2.5 µV/°C

Common Mode Rejection Ratio AV = 1, VCM = 0V to 3V ● 90 113 dB
(Notes 4, 5)

Integrated Input Bias Current (Note 3) VCM = 1.2V 4 10 nA

Integrated Input Offset Current (Note 3) VCM = 1.2V 1 3 nA

Input Noise Voltage DC to 10Hz 2.5 µVP-P

Power Supply Rejection Ratio (Note 6) VS = 2.7V to 5.5V ● 110 116 dB

Output Voltage Swing High RL = 2k to V – ● 2.85 2.94 V
RL = 10k to V – ● 2.95 2.98 V

Output Voltage Swing Low ● 20 mV

Gain Error AV = 1 0.1 %

Gain Nonlinearity AV = 1 100 ppm

絶対最大定格
(Note 1)

全電源電圧(V＋～ V－) ....................................................5.5V
入力電流 .................................................................... ±10mA
  VIN＋－VREF ....................................................................5.5V
  VIN－－VREF ....................................................................5.5V
出力短絡時間 .............................................................. 無期限

動作温度範囲
(Note 7) ........................................................... －40℃～125℃
保存温度範囲
　MS8パッケージ ........................................ －65℃～150℃
　DDパッケージ .......................................... －65℃～125℃
リード温度 (半田付け、10秒) .................................... 300℃

パッケージ/発注情報

電気的特性
●は全動作温度範囲の規格値を意味する。それ以外はTA＝25℃での値。V＋ = 3V、V－ = 0V、REF = 200mV。 出力電圧振幅はV－

を基準にする。他のすべての規格値では、OUTピンはREFピンを基準にする。



LTC6800

3
6800fa

Supply Current No Load ● 1.2 mA

Internal Op Amp Gain Bandwidth 200 kHz

Slew Rate 0.2 V/µs

Internal Sampling Frequency 3 kHz

PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

Input Offset Voltage (Note 2) VCM = 200mV ±100 µV

Average Input Offset Drift (Note 2) TA = –40°C to 85°C ● ±250 nV/°C
TA = 85°C to 125°C ● –1 –2.5 µV/°C

Common Mode Rejection Ratio AV = 1, VCM = 0V to 5V ● 90 116 dB
(Notes 4, 5)

Integrated Input Bias Current (Note 3) VCM = 1.2V 4 10 nA

Integrated Input Offset Current (Note 3) VCM = 1.2V 1 3 nA

Power Supply Rejection Ratio (Note 6) VS = 2.7V to 5.5V ● 110 116 dB

Output Voltage Swing High RL = 2k to V – ● 4.85 4.94 V
RL = 10k to V – ● 4.95 4.98 V

Output Voltage Swing Low ● 20 mV

Gain Error AV = 1 0.1 %

Gain Nonlinearity AV = 1 100 ppm

Supply Current No Load ● 1.3 mA

Internal Op Amp Gain Bandwidth 200 kHz

Slew Rate 0.2 V/µs

Internal Sampling Frequency 3 kHz

電気的特性
●は全動作温度範囲の規格値を意味する。それ以外はTA＝25℃での値。V＋ = 3V、V－ = 0V、REF = 200mV。 出力電圧振幅はV－

を基準にする。他のすべての規格値では、OUTピンはREFピンを基準にする。

●は全動作温度範囲の規格値を意味する。それ以外はTA＝25℃での値。V＋ = 5V、V－ = 0V、REF = 200mV。 出力電圧振幅はV－

を基準にする。他のすべての規格値では、OUTピンはREFピンを基準にする。

Note 1: 絶対最大定格はそれを超えるとデバイスの寿命に影響を及ぼす値。

Note 2: これらのパラメータは設計により保証されている。熱電対効果により、
高速自動テスト装置ではこれらの電圧レベルの測定は排除されている。VOSは
テスト装置の能力によって決まるリミットまで測定される。

Note 3: 全ソース抵抗が10k未満であれば、入力バイアス電流または入力バイア
ス電流の不整合または－INと＋INに接続された抵抗の不整合によるDC誤差は生
じない。

Note 4: 10を超す電圧利得AVでのCMRRは120dB（標準）である。

Note 5: 70℃を超す温度では、同相入力電圧が電源電圧の100mV以内にあると
同相除去比は低下する。

Note 6: 電源除去比（PSRR）の測定精度は電源バイパス・コンデンサがテストさ
れるデバイスにどの位近く置かれているかに依存する。このため、PSRRは最
終テストで緩められたリミット値に対して全数検査される。ただし、この値は
データシートのリミット値を満たすように設計で保証されている。

Note 7: LTC6800Hは、－40℃～125℃の動作温度範囲で動作することが保証さ
れている。－40℃～125℃の動作温度範囲での仕様は設計および特性評価で確
認されているが、これらの温度ではテストされないし、QAサンプリングもおこ
なわれない。
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入力オフセット電圧と入力同相
電圧
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入力RSによる追加入力
オフセットと入力同相電圧
（CIN < 100pF）
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入力RSの不整合による追加入力
オフセットと入力同相電圧
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標準的性能特性
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入力RSの不整合による追加入力
オフセットと入力同相電圧
（CIN < 100pF）

入力RSによる追加入力オフセッ
トと入力同相電圧（CIN > 1µF）

入力RSによる追加入力オフセッ
トと入力同相電圧（CIN > 1µF）
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入力RSの不整合による追加入力
オフセットと入力同相電圧
（CIN > 1µF） オフセット電圧と温度

INPUT COMMON MODE VOLTAGE (V)

AD
DI

TI
ON

AL
 O

FF
SE

T 
ER

RO
R 

(µ
V)

6800 G13

200

150

100

50

0

–50

–100

–150

–200
0 0.5

R+ = 0Ω, R– = 1k

R+ = 1k, R– = 0Ω

R+ = 100Ω, R– = 0Ω

R+ = 0Ω, R– = 500Ω

1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

VS = 3V
VREF = 0V
TA = 25°C
G = 10

R+ = 0Ω, R– = 100Ω

–

+
CINBIG

R+

R–

R+ = 500Ω, R– = 0Ω

INPUT COMMON MODE VOLTAGE (V)
0

AD
DI

TI
ON

AL
 O

FF
SE

T 
ER

RO
R 

(µ
V)

–50

0

50

3 5

6800 G14

–100

–150

–200
1 2 4

100

150

200

R+ = 0Ω, R– = 100Ω
R+ = 0Ω, R– = 500Ω

R+ = 0Ω, R– = 1k

R+ = 100Ω, R– = 0Ω

R+ = 1k, R– = 0Ω

VS = 5V
VREF = 0V
TA = 25°C
G = 10

–

+
CINBIG

R+

R–

R+ = 500Ω, R– = 0Ω

–50

IN
PU

T 
OF

FS
ET

 V
OL

TA
GE

 (µ
V)

80

60

40

20

0

–20

–40

–60

–80

TEMPERATURE (°C)
100

6800 G15

0 50–25 25 75 125

VS = 3V VS = 5V

VOSとVREF

VREF (V)
0

V O
S 

(µ
V)

30

20

10

0

–10

–20

–30

6800 G16

1 2 3 4

VS = 3V
VS = 5V

VIN+ = VIN– = REF
G = 10
TA = 25°C

OUTPUT VOLTAGE (V)
–2.4

NO
NL

IN
EA

RI
TY

 (p
pm

) 

10

8

6

4

2

0

–2

–4

–6

–8

–10
–1.4 –0.4 0.1

6800 G17

–1.9 –0.9 0.6 1.1 1.6

VS = ±2.5V
VREF = 0V
G = 1
RL = 10k
TA = 25°C

OUTPUT VOLTAGE (V)
–2.4

NO
NL

IN
EA

RI
TY

 (p
pm

) 

10

8

6

4

2

0

–2

–4

–6

–8

–10
–1.4 –0.4

6800 G18

0.6 1.6 2.6

VS = ±2.5V
VREF = 0V
G = 10
RL = 10k
TA = 25°C

利得非直線性：G ＝1 利得非直線性：G ＝10

入力RSの不整合による追加入力
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標準的性能特性
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CMRRと周波数 入力電圧ノイズ密度と周波数

FREQUENCY (Hz)
1

CM
RR

 (d
b)

120

120

110

100

90

80

70
10 100 1000

6800 G19

VS = 3V, 5V
VIN = 1VP-P
TA = 25°C

–

+
R+

R–

R+ = R– = 1k

R+ = R– = 10k

R+ = 10k, R– = 0Ω
R+ = 0Ω, R– = 10k

FREQUENCY (Hz)
1

IN
PU

T 
RE

FE
RR

ED
 N

OI
SE

 D
EN

SI
TY

 (n
V/
√H

z)

300

250

200

150

100

50

0
10 100 1000 10000

6800 G20

G = 10
TA = 25°C

VS = 5V

VS = 3V

入力を基準にした10Hz帯域幅の
ノイズ
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出力電圧振幅と出力電流 電源電流と電源電圧
入力を基準にした10Hz帯域幅の
ノイズ
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セトリング時間と温度 内部クロック周波数と電源電圧
低利得セトリング時間とセトリ
ング精度
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標準的性能特性
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ピン機能

NC (ピン1)：NC。

－IN (ピン2)：反転入力。

＋IN (ピン3)：非反転入力

V－ (ピン4)：負電源。

REF (ピン5)：アンプ出力用基準電圧（VREF）。

RG (ピン6)：内部オペアンプの反転入力。OUTピンと
RGピン間に抵抗R2を接続し、RGピンとREFピン間に抵
抗R1を接続すると、DC利得は1＋R2 / R1で与えられま
す。

OUT (ピン7)：アンプ出力。

VOUT = GAIN (V+IN – V–IN) + VREF

V＋ (ピン8)：正電源。

ブロック図
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VOUT = VD

SINGLE SUPPLY, UNITY GAIN

図1

アプリケーション情報

動作原理
LTC6800は内部コンデンサ（CS）を使ってDC同相電圧に
重ね合わされた差動入力信号をサンプリングします（ブ
ロック図を参照）。このコンデンサの電荷は2番目の内部
ホールド・コンデンサ（CH）に送られ、入力差動信号の
同相電圧をREFピンの同相電圧に変換します。その結果
得られる信号は非反転構成のゼロ・ドリフトのオペアン
プによって増幅されます。RGピンはこのオペアンプの
負入力で、これによりDC利得を外部からプログラムす
ることができます。帰還抵抗の両端に外部コンデンサを
接続すると、簡単なフィルタ機能を実現することができ
ます。

入力電圧範囲
LTC6800の入力同相電圧範囲はレール・トゥ・レールで
す。ただし、次式により、差動入力電圧の大きさが制限
されます。

V– ≤ (V+IN – V–IN) + VREF ≤ V+ – 1.3

ここで、V＋INとV－INはそれぞれ＋INピンと－INピンの
電圧です。VREFはREFピンの電圧で、V＋は正電源電圧
です。

たとえば、3Vの単電源で、差動入力電圧が0V～100mV
のとき、VREFは0V～1.6Vの間にある必要があります。

セトリング時間
サンプリング・レートは3kHzです。CSが入力差動電圧
VINまで充電される入力サンプリング時間は約150µsで
す。まず、各入力サンプリング時間にCSがVINまで完全
に充電されると仮定します。CS = CH (= 1000pF)なので、
入力の変化はNクロック・サイクル、つまり333µs(N)後
に、オペアンプの非反転入力でNビットの精度までセト
リングします。OUTピンのセトリング時間も、内部オ
ペアンプのセトリングによって影響を受けます。内部オ
ペアンプの利得帯域幅は標準で200kHzなので、セトリ
ング時間は100未満の利得では、スイッチト・キャパシ
タのフロント・エンドによって支配されます（「標準的性
能特性」を参照）。

単電源、ユニティゲイン



LTC6800

9
6800fa

アプリケーション情報

入力電流
差動入力VINが変化するといつでもCHはCSを介して新し
い入力電圧まで充電される必要があります。この結果、
入力サンプリング期間ごとに入力充電電流が生じます。
最終的にはCHとCSはVINに達し、理想的には、入力電流
はDC入力に対してゼロになります。

実際には、余分な寄生容量があり、VINがDC電圧であっ
ても、サイクルごとにCSの電荷が乱されます。たとえ
ば、CSのボトムプレートの寄生容量は、サイクルごと
にREFピンの電圧から－INピンの電圧まで充電される必
要があります。その結果生じる入力充電電流は、入力サ
ンプリング期間ごとにRSCSに等しい時定数で指数関数
的に減衰します。これらの電流による電圧の乱れがサン
プリング期間の終了する前にセトリングすれば、ソース
抵抗または－INと＋INのあいだのソース抵抗の不整合に
よる誤差は生じません。RSが10k以下においては、この
入力電流によるDC誤差は生じません。

入力のゼロではないソース抵抗に起因する追加誤差を示
す曲線が、このデータシートの「標準的性能特性」のセク
ションに示されています。入力間に大きなコンデンサが
存在しなければ、ソース抵抗およびソース抵抗の不整合
に対するアンプの感度は大きくありません。入力間に大
きなコンデンサが接続されていると、上述した入力充電
電流により、とくにソース抵抗の不整合があると、大き
なDC誤差が生じます。

電源のバイパス
LTC6800にはデータ・サンプリングの技法が使われてい
るので、クロックで駆動するデジタル回路が備わってい
ます。そのため、電源バイパスに対して敏感です。0.1µF
のセラミック・コンデンサをピン8 (V＋) とピン4 (V－)に、
できるだけ短いリード線を使って、接続しなければいけ
ません。
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標準的応用例
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MS8パッケージ
8ピン・プラスチックMSOP

(Reference LTC DWG # 05-08-1660)

MSOP (MS8) 0603 

0.53 ± 0.152
(.021 ± .006)

SEATING
PLANE

NOTE:
1. DIMENSIONS IN MILLIMETER/(INCH)
2. DRAWING NOT TO SCALE
3. DIMENSION DOES NOT INCLUDE MOLD FLASH, PROTRUSIONS OR GATE BURRS.
    MOLD FLASH, PROTRUSIONS OR GATE BURRS SHALL NOT EXCEED 0.152mm (.006") PER SIDE
4. DIMENSION DOES NOT INCLUDE INTERLEAD FLASH OR PROTRUSIONS.
    INTERLEAD FLASH OR PROTRUSIONS SHALL NOT EXCEED 0.152mm (.006") PER SIDE
5. LEAD COPLANARITY (BOTTOM OF LEADS AFTER FORMING) SHALL BE 0.102mm (.004") MAX

0.18
(.007)

0.254
(.010)

1.10
(.043)
MAX

0.22 – 0.38
(.009 – .015)

TYP

0.127 ± 0.076
(.005 ± .003)

0.86
(.034)
REF

0.65
(.0256)

BSC

0° – 6° TYP

DETAIL “A”

DETAIL “A”

GAUGE PLANE

1 2 3 4

4.90 ± 0.152
(.193 ± .006)

8 7 6 5

3.00 ± 0.102
(.118 ± .004)

(NOTE 3)

3.00 ± 0.102
(.118 ± .004)

(NOTE 4)

0.52
(.0205)

REF

5.23
(.206)
MIN

3.20 – 3.45
(.126 – .136)

0.889 ± 0.127
(.035 ± .005)

RECOMMENDED SOLDER PAD LAYOUT

0.42 ± 0.038
(.0165 ± .0015)

TYP

0.65
(.0256)

BSC

3.00 ±0.10
(4 SIDES)

NOTE:
1. DRAWING TO BE MADE A JEDEC PACKAGE OUTLINE M0-229 VARIATION OF (WEED-1)
2. ALL DIMENSIONS ARE IN MILLIMETERS
3. DIMENSIONS OF EXPOSED PAD ON BOTTOM OF PACKAGE DO NOT INCLUDE 
    MOLD FLASH. MOLD FLASH, IF PRESENT, SHALL NOT EXCEED 0.15mm ON ANY SIDE
4. EXPOSED PAD SHALL BE SOLDER PLATED 

0.38 ± 0.10

BOTTOM VIEW—EXPOSED PAD

1.65 ± 0.10
(2 SIDES)

0.75 ±0.05

R = 0.115
TYP

2.38 ±0.10
(2 SIDES)

14

85

PIN 1
TOP MARK

0.200 REF

0.00 – 0.05

(DD8) DFN 0203

0.28 ± 0.05

2.38 ±0.05
(2 SIDES)

RECOMMENDED SOLDER PAD PITCH AND DIMENSIONS

1.65 ±0.05
(2 SIDES)2.15 ±0.05

0.50
BSC

0.675 ±0.05

3.5 ±0.05

PACKAGE
OUTLINE

0.28 ± 0.05
0.50 BSC

DDパッケージ
8ピン・プラスチックDFN (3mm×3mm)

(Reference LTC DWG # 05-08-1698)

パッケージ寸法

NOTE：
1.寸法はミリメートル/（インチ）
2.図は実寸とは異なる
3.寸法にはモールドのバリ、突出部、またはゲートのバリを含まない。
モールドのバリ、突出部、またはゲートのバリは、各サイドで0.152mm
（0.006"）を超えないこと
4.寸法には、リード間のバリまたは突出部を含まない。リード間のバリまたは
突出部は、各サイドで0.152mm（0.006"）を超えないこと

5.リードの平坦度（整形後のリードの底面）は最大0.102mm (.004") であること

推奨半田パッド・レイアウト

NOTE：
1.図はJEDECパッケージ・アウトラインMO-229のバリエーション
（WEED-1）になる予定
2.すべての寸法はミリメートル
3.パッケージ底面の露出パッドの寸法にはモールドのバリを含まない。
モールドのバリは（もしあれば）各サイドで0.15mmを超えないこと

4.露出パッドは半田メッキとする

露出パッドの底面

推奨する半田パッドのピッチと寸法

リニアテクノロジー・コーポレーションがここで提供する情報は正確かつ信頼できるものと考えておりますが、その使用に関する責務は一切
負いません。また、ここに記載された回路結線と既存特許とのいかなる関連についても一切関知いたしません。なお、日本語の資料はあくまで
も参考資料です。訂正、変更、改版に追従していない場合があります。最終的な確認は必ず最新の英語版データシートでお願いいたします。
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差動ブリッジ・アンプ
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標準的応用例

関連製品

製品番号 説明 注釈

LTC1100 ゼロ・ドリフトの高精度計装アンプ 10または100の固定利得、オフセット：10µV、入力バイアス
電流：50pA

LT®1101 マイクロパワー、単電源の高精度オペアンプ 10または100の固定利得、IS < 105µA

LT1167 抵抗1本で利得をプログラム可能な高精度計装アンプ 抵抗1本で周波数を設定：G = 1～10,000、低ノイズ：7.5nV√Hz

LT1168 低消費電力、抵抗1本で利得をプログラム可能な ISUPPLY = 530µA
高精度計装アンプ

LTC1043 デュアル高精度計装用スイッチト・キャパシタ・ レール・トゥ・レール入力、120dB CMRR
ビルディング・ブロック

LT1789-1 単電源、レール・トゥ・レール出力、マイクロパワー ISUPPLY = 最大80µA
計装用アンプ

LTC2050 ゼロ・ドリフトのオペアンプ SOT-23パッケージ、VOS：最大3µV、ドリフト：最大30nV/℃

LTC2051 ゼロ・ドリフトのデュアル・オペアンプ MS8パッケージ、VOS：最大3µV、ドリフト：最大30nV/℃

LTC2052 ゼロ・ドリフトのクワッド・オペアンプ GN-16パッケージ、VOS：最大3µV、ドリフト：最大30nV/℃

LTC2053 単電源、ゼロ・ドリフト、レール・トゥ・レール入出力計装アンプ MS8パッケージ、VOS：最大10µV、ドリフト：最大50nV/℃

リニアテクノロジー株式会社
〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町3-6秀和紀尾井町パークビル8F
TEL 03-5226-7291• FAX 03-5226-0268 • www.linear-tech.co.jp


